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プロフィール

１９８４年、東京大学大学院工学
部機械工学科を終了

電子機器の輸出審査、通商白書
の執筆、プラスチックのリサイク
ルなど各種の行政を経験。

９２年から１年間、南カリフォルニ
ア大学（USＣ）でハイテク技術の
技術移転に関する調査研究に係
わった後、９３年から９７年は、エ
レクトロニクス担当部局で日米半
導体通商摩擦、半導体・IT関連
技術開発プロジェクトの立案など
を担当。

２００１年６月から３年間シリコン
バレーで、ベンチャー企業支援
や日系企業のネットワーク造りに
関わり、２００４年６月から現職。



日本が競争力を有する部品・材料産業の例
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アメリカの大学のTLO（スタンフォード大学の例）

活動実績 98-99 99-00 00-01 01-02

発明開示件数 236 252 277

137

4120万ドル

47

315

新規ライセンス契約数 147 162 112

ロイヤリティ収入（グロス） 4010万ドル 3690万ドル 5020万ドル

ロイヤリティ$100,000以上の発明数 32 38 42

Source: OTL Annual Report (2001-2002)

授業料・手数料
16％

政府研究委託費
36％

企業等寄付金
20％

資産運用収入
8％

事業収入他
20％

総収入：17億6900万ドル



アメリカの産学連携の事例

スタンフォード大学の、コンピューター科学、心理学、言語学、
通信学、ビジネス大学院、学習革新センター、デジタルアート
センター、法学部、音楽・音響学コンピューター研究所、シン
ボリックシステムプログラム、工学・製品デザイン、語学・情
報研究所、哲学が参加

メディアXは、ビジネス、教育、エンターテイメント用のインタラ
クティブ技術の研究とデザインを学際的にコーディネート

教育、研究の現場で、産業、基金、政府の密接な関係を構
築

パートナー:ATR、エプソン、IBM、KDDI、マイクロソフト､モト
ローラ、NHK，NTT、オムロン、PARC、フィリップス、ロイター
ズ、SRI、トヨタ



産業界からの問題指摘

大学の研究が論文の「数」、特許の「数」志向に
論文になるテーマ中心

企業にとって「使える特許」にならない（特許戦略は本来ビジネス戦
略と表裏一体）
実用化時期をにらんだ特許出願

周辺特許との一体出願

産業界のニーズを理解した研究が少ない
産業界はニーズを大学に伝えているか？

研究分野が縦割りで学際的研究を依頼しにくい

しかし、企業では長期的な研究がますます困難
長期的に競争力を維持するには、大学の研究機能を活用するしかな
い

最大の産学連携は人材の供給。
産業界はニーズを大学に伝えているか？
専門分野に尖ったフリーエージェント型の人材

ある程度幅広く組織対応できる「基礎体力」のある人材



大学の製品(Product)は何か
「知」

製品を提供するメディアは
論文、特許

製品（試作品）、ソフトウエア

人材

満足させるべき客は誰か
「知」を使う人
人材を必要とする企業

試作品を商品化する企業、ソフトウェアを使う企業・個
人、特許を利用する企業

知的満足を得るために「知」を買う人

ノーベル財団は客か？



産学連携のいろいろ

共同研究
試作品開発、当面の課題解決

基盤的地検の提供

技術トレンド先見性

人材供給
トップ人材

支える人材

調達
先端的な試験装置

新しい素材、研究材料



産業のナノテク化
【個別産業の高度化・微細化】

ナノテクの産業化
【ツールとなる基盤的ナノテクの開発】

〈革新的ナノテクの特徴〉

○共通基盤的、かつ非連続であるため、特定の、「技術の育ての親」がいない。

○研究開発投資インセンティブが働きにくく、過小投資になりがち。

○ナノテクが技術シーズ段階の技術から、「芽」や「苗」に育たない。

ナノテク政策

ベンチャー
中小・中堅企業
産業クラスター

試作支援
ハイスペック公共調達

高い不連続性

・産学連携

・異業種連携

・垂直連携

・技術移転

・人材育成

・コーディネート人材

新たなニーズとの組
み合わせが重要

Process innovation

全く新規の
技術シーズ

＜従来の産業技術＞

個別産業の高度化ニーズ

技術シーズ

死の谷

ナノテクノロジーの特性－本質的に先行き不透明



まとめ

有効な産学連携プロジェクトのために

明確なニーズ情報の共有（産→学）

明確な特許戦略の共有（産→学）

産学連携と同時に学内異分野連携

産学官連携のために

社会の公益的にニーズに応える技術開発

技術戦略、産業戦略、基本計画等の上位の政策
体系に明確に位置づけられる技術開発

開発成果の普及促進戦略


